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※事務局記入欄 

№ 101 

【様式２】 

エントリー学校名： 
東京都 杉並区立 天沼中学校 

活動名：※どのような課題をどのような手法で解決したのか、わかりやすく伝える活動名を記入してください。 
ヒヤリ！ハット！服務研修 
ミドルリーダーの実践例 

解決すべき課題：  

生徒への生活指導や、教職員が常に意識すべき体罰防止や個人情報流失等の服務において、他校の事
例や、自身の「ヒヤリ・ハット」した経験を全教職員で共有し、対策することで、学校の重大事故の予防・防止を
図る。 
目標・方針：※課題を解決するためにどんなストーリーやシナリオを構想して、活動内容を組み立てたのか、記
載してください。 
教職員一人一人が、他校の事例や自身が「ヒヤリ・ハット」した経験を全教職員で共有し・把握し、更に課

題の早期発見・解決をすることができれば、学校の安全管理が徹底され、リスクマネジメントが高まり、子供達は
安心・安全な学校生活をより送れるだろう。 
活動内容：※目標・方針に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置
づけや関連性を記載してください。 
１ ハインリッヒの法則について理解する。（１：２９：３００：１０００） 
２ 「ヒヤリ・ハット」した経験や、他校で聞いた事例を付せんに１事例１枚書き出す。 
３ 小グループになり、ｋｊ法を用いて分類する。 
４ 小グループごとに発表する。 
 
活動の成果：※課題設定に対して、どんな影響、変化あったか、参加者の声など客観的な情報・データととも
に記入して下さい。 
活動の成果：  
  教職員一人一人が、他校の事例や自身が「ヒヤリ・ハット」した経験を共有したことで、大きく３つの成果が
あったと考える。 
１ ミドルリーダーが研修の司会及び運営を務めたことで、研修参加者の意識が高まった。 
２ 重大事故になる前に、ベテラン教員が小さい芽を摘んでいたことがよく分かった。 
３ 本校の課題を分類でき、解決案を考えることができた。 
アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください。 
・服務研修を、ミドルリーダーが行うことで、教職員が主体的に取り組むことができる。 
・管理職の補佐を行うことができる。 
・教職員個人の課題を、学校全体の課題として考えることができる。 
・（現在の）学校の課題の早期発見と、未然防止をすることができる。 
 

＜写真、図表添付欄＞ 
表１ 研修会で挙げられたヒヤリ・ハットした事例（他校の事例も含む）  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            図１ 当日の時程               図２ グループ編成及び用意するもの 
  

当日の時程 

１３：００～ 目的・目標の説明 

１３：０３～ 体罰防止について再確認 

       （体罰調査票の記入） 

１３：０５～ 「ヒヤリ・ハット」を付せん

に書き出す。 

１３：１０～ 小グループになり、 

ｋｊ法を用いて分類する。 

本校の事例は赤、 

他校の事例は黄の付せんに書く 

１３：４０～ グループごとに発表する。 

１３：５０～ 講評を校長先生が行う。 

【グループ編成】 

・学年、教科、職層がバラバラになるよう

する。 

・男女別にする。 

 

【用意するもの】 

・付せん（赤・黄） 

・多色ペン（グループ数） 

・模造紙（グループ数） 

・マグネット（模造紙を貼る用） 




